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　【目的】最も単純な和服である浴衣を用い、’和服圧’に影響を及ぼすﾋﾄｻｲﾄ因子の影響を明ら

かにする。

　【実験方法】被験者は20～30代の女子5名である。市販浴衣地を用い､被験者それぞれの寸法に合わ

せて浴衣を手縫いで作製した。通常用いているﾌ’ﾗｼﾞﾔｰ･ｼ3ｰﾂとすそよけを着用した被験者は､半幅

帯と紐2本とを用いて自ら浴衣を着用（文庫結び）した。浴衣着用直後と一定負荷運動後の静立時､及

び立礼･座礼や上肢上挙の運動時の圧を測定した｡測定部位は､帯着用前のすそよけの紐（ほぼｳｪｽﾄﾗｲ

ﾝ上に固定）､腰紐､胸紐の3面､帯着用後の帯の上下端とその中間､腰紐､胸紐の5面の計8水平面と前後

正中線を含めた12垂線との交点96部位と殿部を含めた膝部より上方の左右の脚14部位、肩峰点から

脹下付近の12部位の合計122部位である。

　【結果・考察】おはしょりの下端の着崩れは、立礼時には認められず座礼時に生じた。その部位は

後正中線の付近に特異的に多かった。これは前傾動作によって生じる身体のﾚ1Jｰﾌの変化（特に腰部

の上下方向の伸び）に、体を覆っている浴衣地（綿m%）が追従できず、布が足りない分だけ、紐

が浴衣地上を上方にずれて補うために生ずる。これは腰紐の締め具合の如何に関わらず生じた。上

体が元に戻ると、補った分の布が逆に緩み、着崩れとなったと思われる。また、座礼の動作に伴う

浴衣圧の分布パターンの変化率を求めたところ、礼角度と浴衣圧の間に76％の部位で正､1％の部位

で負の相関が認められ、23％の部位の圧は変わらなかった。礼の動作に伴って多くの部位の圧値が

増加したにも関わらず、後正中や帯の下端の部位に負の相関や圧が変わらなかった部位が多かった

ことも、おはしょりのずれの生じる所以と思われる。
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　【目的】被服による拘束・圧迫が皮膚温にどのように影響を及ぼすかを調べた。

　【方法】ｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨ装置を用いて､被験者(23才の健康な女子1名)自ら皮膚温を測定した。なお、皮膚温

の測定にあたり､起床時刻(5時)･人工気候室(環境温度:28.0±0.6'C､環境湿度:40.0±4.ox､気流:10.0

±2.0cin/s)への入室時刻(9時)を統制した。入室後30分間以上の椅座位安静(ｼ3ｰﾂのみを着用)を保っ

た後、皮膚温の経時変化を測定した｡測定部位は左手掌(心臓とほぼ同じ高さに固定)で､拘束した部位

は肘･腕の付け根･ｱﾝﾀ■-A'ｽﾄの周囲であった。測定開始7分後と15分後に、いずれかの部位を20･40皿fig

でｶﾌ(幅llcm)を用いて2分間圧迫した。得られたｻｰﾓｸﾞﾗﾑの画像から､手掌を32領域に分割し､それぞれ

の領域において全温度範囲を32階級にわけたﾋｽﾄｸ'ﾗﾑを作成た｡ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑの面積(階級×画素数の32階級

の加算)を相対皮膚温(以下皮膚温Sとする)とし､同一実験のIP 録を少なくとも9回以上加算平均した。

　【結果･考察】例えば､第2指の皮膚温Sは、肘または腕の付け根を40mmHg圧迫した場合、圧迫刺激をか

けた直後に有意に低くなった(Wilcoxonの符号順位検定法､a≦0.05)。他方､TjﾀﾞｰﾊﾞｽﾄをiOmsHg圧迫

した場合､皮膚温Sは刺激を解除した直後に有意に低くなった｡これより圧迫刺激に対する皮膚温Sの反

応は、圧迫部位が測定部位(手掌)に近ければ圧迫直後に現れ(潜時が短く)、遠ければ遅く現れるこ

とが示唆された。また、40皿Hg圧迫刺激を2分間与えた後解除した時の第2指の皮膚温Sは､腕の付け根

圧迫の場合は刺激解除直後に有意に高くなったが、肘圧迫の場合は刺激を解除しても高くならなかっ

た。このように皮膚温Sが刺激解除直後に回復する圧迫部位とそうでない部位があることがわかった。

222


